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禅学関係雑誌論文 目録(2002年)

著 者 論 文 名 雑 誌 名 巻(号)暫

〔思想〕

何 燕 生

斎 藤 剛 毅

禅 におけ る花 の シ ンボ リズ ムー

「拮華微笑」 の話 をめ ぐる禅思想
の一水豚(佛 教 と自然)

禅佛 教 とキリス ト教 の対話(1)秋
月龍 眠禅師 と滝沢克 巳教授 の場合

西 村 恵 信 禅 とキエルケゴールの通路

森 哲 郎

和 田 修 二

MichelMohr

Gu,Linyu

禅 仏 教 と京都 学 派一 『十 牛 図 』 か

ら見 た京 都 学派 の 〈場 所 〉 論

久 松 真 一 と茶道

近 代 「禅 思想 」 の形 成 一 洪 岳 宗 演
と鈴 木 大 拙 の役 割 を中 心 に(仏 教

/近 代/ア ジア)

RethinkingtheWhiteheadian

GodandChan/ZenBuddhismin

theTraditiOnoftheYiJing.

日本仏教学会年報

人文学研究

68

52

野 大学禅研究所年 ・3/・4・2

京都産業大学日本文
化研究所紀要

教育学部論集

思想

7/8

133

94311

齢 蟄1,蕗Ch'nese29

〔中国〕

相 澤 正 彦

石 井 公 成

藤

吹

吹

伊

伊

伊

太 田

小 川

小 川

智ゆき

敦

敦

亭

隆

隆

沖 本 克 己

金 井 徳 幸

風外筆 達磨圖

則天武后 「大乗入樗伽経序」と法
蔵 『入樗伽心玄義』一禅宗との関
係に留意して

『六祖法寳壇経諺解』の句音調

『念佛鏡』に見る禅の影響

北宗暉系の 「法句経疏」について

禅林における中国の杜詩注釈書受
容について一初期の場合

禅の書物 禅の言葉 『碧巌録』雑
考(1)

禅の書物 禅の言葉 『碧巌録』雑
考(2)

禅宗の受戒儀礼

宋代禅刹の住持差充とその周辺
僧の遊行と庶民の信仰

國華 1073

辮 大学葡 究所年 ・3・・4・2

朝鮮語研究

印度学仏教学研究

東洋学研究

中國學研究論集

禅文化

禅文化

13

51(1)12

39

910

185

186

印度学仏 教学研究51(1)12

禅文化研究所紀要 2612



42

樹 玄 静 輝

樹 玄 静 輝

樹 玄 静 輝

洪 櫻 婿

洪 櫻 婿

佐久間 賢 祐

佐 藤 秀 孝

椎 名 宏 雄

篠 田 昌 宜

鈴 木 哲 雄

須 山 長 治

関 守 研 吾

徐 海基(浄厳)

高 堂 晃 壽

禅学関係雑誌論文 目録(2002年)

田 中 邦 夫

誠智中田

昭

東

祐

正

良

継

太

中

屋

田

陳

土

程

程 正

永 井 政 之

西 口 芳 男

『碧巌録』講義 室(49)趙 州三転語、金
剛経先世罪業

『碧巌録』講義室(50)西 院両錯、粛宗
十身調御

『碧 巌録』講 義 室(最 終 回)第 百則
・巴陵吹毛剣

中国仏教 における 「禅 浄双修」に
ついて

台湾 における禅寺 と修行僧 の生活

禅戒体論

禅 の自然観:渓 声 山色 と諸法実相

〈禅門拮頒集〉 の資料価値

〈慈悲地蔵俄法 〉に於 ける 〈楊厳
経〉の引用 につ いて

北宋期の知識人 の禅宗志 向のタイ
プ

宋末における禅僧 たちの交流一無準師範
の弟子 たち

禅 における因果 の研 究(1):臨 済
の因果観

澄観の禅宗観

敦燵本 『壇経』 の悟達観 よ り見 た
神会派一 その成立へ の関与 をめ ぐ
って

『明 暗』 にお け る清 子 の形 象一『十牛 図』 『碧巖 録』 お よび漱石

詩 との関係

黄奨宗 と、禅 と浄土思想 関係法系
譜図

〈聖冑集〉 の歴史 的性格

〈禅門日講〉 の諸本 について

真浄克文 の無事禅批判

浄覚 その人 と思想

『頓悟真宗金剛般若修行達彼岸法門要訣』 と 『大乗 開心顕性頓悟真

宗論』

中国人が理解 した"仏 教":禅

貫休 〈山居詩〉試訳注

大法輪

大法輪

大法輪

黄漿文華.

黄奨文華

印度学仏教学研究.

日本佛教學會年報

印度学仏教学研究

駒沢大学大学院仏教
学研究会年報

印度学仏教学研究

宗学研究

輝學研究

印度学仏教学研究

仏教文化研究論集

大阪経大論集
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勅修百丈清規の纂輯をめぐる政治的背景
ll

明恵に於ける宗密の受容

中国禅宗スタイルの創始者 ・慧可

『禅定灯明論』漸門派章について

徳異本 『六祖壇経』の研究一特に
高麗初刻本の発現にちなんで

南宗禅の修証観一神会の頓悟を中
心に

明末清初の詩禅交渉研究序説

ZenMasterMarlowe

ZenCatholic

日英伊対訳 〈景徳伝灯録〉孤一3

禅宗的出現与社会反応:《浄土慈
悲集》所見北宗禅活動

略析 《宋高僧伝》、《景徳伝灯録》
関干部分禅宗人物伝記之誤失:兼論高

僧法如在禅史上的地位

佛禅与劉禺錫的大1青詩性

文益禅師在閾参桂深的年代、因由、地点与卓庵
処考辮

唐志勤禅帰生平考

明代佛教諸宗帰浄思潮

論寒山詩対韓禅師与文人的影絢

佛禅与衰宏道的文学思想

南宋紹煕内禅鈎況

衰枚詩歌的禅影踪　

新羅元相与剣南保唐禅

儒禅互融与大属詩岡

洪州系的農禅学和農業鳥托邦

保唐元住的禅学思想探究

試論南宗禅的形成及其理論創新

禅宗的"不 立文字"語 言観

王安石禅詩研究

唐百丈禅師懐海生年考

禅研究所紀要/愛
知学院大学禅研究所

印度学仏教学研究

禅文化研究所紀要

日本西蔵学会会報.

暉學研究

印度学仏教学研究

中國哲學研究

theBllddhistreview

theBuddhistreview

人 文 学 論 集/大 阪

府 立 大学 人 文 学 会

佛 學 研 究

敦燵學輯刊

社會科學戦綾

世界宗敏研究

宗教學研究

宗敏學研究

宗教學研究

文史哲

安徽師範大學學報

文史哲

佛學研究

社會科學戦綾

佛學研究

法源

西北大學學報

中國人民大學學報

佛學研究

中山大學學報
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林
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領

棟

因
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生

沙

開

徳

文

鳴

糊

涛

陳 星 橋

陳 堅

龍延,陳 開勇

襲 隻

吉 川 忠 夫

董

董

董

董

俊

俊

俊

俊

　躰

山

山

山

山

〔

青

青

青

青

黄奨東渡禅僧即非如一的愛国情陵

王維"閑""空"意 趣的禅学再埆
認

詩悟和禅悟及其現代解読

莫高窟第196窟前室北壁上部内容考辮

刻魏的"虚 静"説 与佛家的禅学

恵能之南禅(上):佛 教思想発展史
上的第二次回帰

恵能之南禅(下):佛 教思想発展史
上的第二次回帰

禅宗公案頒古的象征体系

双王維詩岡的転変,論 佛教禅学対
詩歌創作的消板影ロ向

敦焼写本 《六祖壇経》的題名

云門禅与当代社会道徳的重建

北宋鮒馬都尉李遵勧和禅宗

生在曹洞臨済有:有 関八大山人与
禅門関系的几介問題

唐法灯禅師墓志銘考

大属詩歌意象的禅意特征

試論馬祖道一禅師対中国佛教的建
樹

　参苦行存典萢 古柏千年播禅
岡:趙 州和尚生平化　与趙州禅的
属史影ロ向
"乾尿楓"

、"柏樹子:"禅 宗"公
案"与"参 公案"探 蹟

黄庭堅禅林交游考略

中国禅宗属史上的"方 便通経":
従六世紀到九世紀

唐代的士大夫与禅

道元禅 師に学ぶ(1)

道元禅 師に学ぶ(2)

道元禅 師に学 ぶ(3)

道元禅師に学 ぶ(4)

法音

文史哲

江海學チU

敦燈學輯刊

文藝理論研究

法音

法音

陳西師範大學學報

唐代文學研究

宗教學研究

佛學研究

法源

美術研究

文博

暦陽學刊

佛學研究

法音

宗教學研究

文献

中國學術

人文論叢

大法輪
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大法輪
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青 山 俊 董

朝 倉

東

東

東

日禾

郁 雄

隆 眞

隆 眞

阿 部 珪 仁

荒 棋 純 隆

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

石 井 公 成

禅学関係雑 誌論文 目録(2002年)45

仏の生命を生死する一道元禅師に
学ぶ

五山文学における禅月の受容一絶
海中津 『蕉堅藁』を起点として

道元禅師 『普観坐禅儀』の一考察

戒律文化の広場 叡尊上人と道元
禅師

清水寺に螢山禅師顕彰碑

禅宗の仏具(特 集 目で見てわか
る日本仏教各宗派一建物 ・仏具・
本尊などでわかる宗派の違い)

静明法印と禅宗

中世禅宗における幻住派の密参禅
について

中世臨済宗幻住派の公案

『秀禅師七礼』試論一 「如是順
物」と晋敬の関係

石 井 修 道 日本達磨宗の性格

石 井 修 道 大慧禅と 〈大慧武庫〉

石 井 修 道

石 井 清 純

石 島 尚 雄

伊 藤 秀 憲

伊 藤 真 宏

夫

一

淑

純

泉

田

今

上

上 原 元 隆

内 山 純 子

〈帰依仏法僧宝〉考

〈正法眼蔵 〉における 〈大悟〉の定義
につい て 真 福 寺本 と乾 坤院

本 〈大悟〉 巻の比較

道元禅 師 と真 浄克文 に関する一考察
一特 に肇 論の引用 をめ ぐって

道元禅 師 と自然一 仏性顕在論 につ
いて(佛 教 と自然)

法然和語文 献の研 究 西本願寺蔵長禄
四年写 本 『往生要義抄井十二

問答 禅勝 房教化 因縁集』 につ い
て

雪嶺永瑛 について

堺 ・向上庵 一路 について

「出家」のあ るべ き姿 ・あるべ き仏教学者
一 釈尊 ・道元禅師の原点

に帰れ

近世中期の仏教界革新 ・佛教 学興
隆に貢献 した黄漿僧了翁禅師一束叡

山勧学院の創設 と台密禅二十一
ヶ寺への一切経施経 を中心 に

大法輪

禅文化研究所紀要

宗学研究

戒律文化

大法輪

大法輪

天台学報

69(2)2

2612

443

13

69(3)3

69(4)4

4411

印度学仏教学研究50(2)3

日本文化研究 43

駒沢短期大学研究紀要

鯉 齢 松ケ岡文庫16

宗教研究75(4)

駒沢大学仏教学部論
集

303

12

3310

印度学仏教 学研究51(1)12

曹洞宗研究員研究紀要

日本仏教学会年報

仏教大学総合研究所
紀要別冊

禅文化研究所紀要

禅文化研究所紀要

宗学研究

黄漿文華
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46禅 学関係雑誌 論文 目録(2002年)

大 槻 幹 郎

岡 部 恒

高泉禅師語録の解題一詩文篇

守護大名 山名氏と禅宗 とくに栖
真院開創について

小 川 後 楽 五山文学に見る煎茶

表 章 「世阿弥 と禅林用語」小 考一 「ジ
ョー シキ」の語 を中心 に

角 田 泰 隆 研究動向 道元禅師の時間論研究

角 田 泰 隆 道元禅師の時間論研究

葛 西 好 雄

金 山 秋 男

金 子 宗 元

久 馬 慧 忠

清 田 寂 雲

桐 野 好 覚

桐 野 好 覚

金

道元 禅 を伝 えて来 た人々(特 集
道元 を知るために一 仏道をな らう
とい うは 自己 を な らう な り)一

(第一編 その生涯 と思想 ・宗教)

時時行尽 即現成公案 道元 禅 にお
ける不染汚 の修証

道元禅 師の仏伝観 について一三大
阿僧砥劫 の供養諸仏

「良寛 禅 師戒 語」 に 聞 く(特 集
良寛 さま一無欲 ・童心 に生 きた禅
僧 のすべ て)

宗学 の振興 と普及について

道元禅 師における 『法苑珠林』依
用 をめ ぐる一考察

道元禅 師 と羅漢供養一道元禅師撰
『羅漢供養式文』再考

勲 無相禅師の禅思想について

熊 谷 忠 興

熊 倉 功 夫

道元禅師ゆかりの地(特 集 道元

難 琶犠誘灘㌍鴇竺
編 その生涯 と思想 ・宗教)

千少庵伝断章

熊 本 英 人 道元と時頼をめぐる二題の歌舞伎

倉 沢 行 洋

小 池 孝 範

近 藤 良

齋 藤 知 正

茶禅一味

禅問答の人間形成論的意義一道元
禅師の 「問答」の展開を軸にして

何燕生著 〈道元と中国禅思想〉

只管百姓と只管打坐一江渡秋嶺と
道元禅師

黄奨文華

禅文化研究所紀要

茶の文化

禅文化研究所紀要

駒沢短期大学仏教論
集

駒沢大学禅研究所年報

大法輪

明治大学教養論集

宗学研究

大法輪

叡山学院研究紀要

宗学研究

宗学研究紀要

123

2612

2

26'12

810

810

69(2)2

3573

443

69(11)11

243

443

153

春騨 群鼎 麟 総2・2

大法輪

禅文化研究所紀要

駒沢大学仏教学部論
集

禅文化研究所紀要

69(2)2

2612

3310

2612

日本仏教教育学研究103

印度哲学仏教学

比較思想研究 29

10



討検再ゆ

堂

榊

義

住

感

方

雑

十

詩

宗

想

禅

夢

来

道

夏

容

藤

木々

斎

佐

佐 藤 利 行 頼山陽と愛石趣味

下 條 正

下 室 覚 道

菅 原 諭 貴

鈴 木 哲 雄

須 田 悦 生

禅学関係雑誌論文 目録(2002年)47

螢山清規における星宿信仰につい
て一消災究を中心として

道元禅師と提姿達多(下)

〈永平広録〉上堂語所収 〈偶頒〉
の本文対照(下)

北宋期の知識人の禅宗志向のタイ
プ

沢庵禅師と 「沢庵漬」考

青 龍 宗 二 道元禅師の宗教とその思想

青 龍 宗 二
道元禅師の発願利生について(第
六十回 〔日本宗教学会〕学術大会
紀要特集)一(第 五部会)

青 龍 宗 二 道元禅師の本証妙修について

章

道

勝

景

弘

元

石

内

貫

仙

竹

竹

竹 林 史 博

男

平

牧

和

村

松

竹

立

棚 澤 幸 夫

田 村 晃 祐

千 葉

陳

正

継 東

土 屋 有里子

筒 井 紘

永 島 福太郎

道元禅師の発心について

螢山禅師伝と依拠する史料の問

天文期の大徳寺

昭和正信論争の新資料(1)忽滑谷快
天編 『道元禅師聖訓』について

研究会 晩年の道元の坐禅観

講演会 道元禅師の自然観

カラー・一色口絵 越前に道元禅
師の足跡を訪ねて

果分の信 日本仏教思想の特質

中世真言密教の禅宗観一道元禅に
おける密教研究の必要性(特 集
宗学と現代を考える)

〈禅門日論〉の諸本について

無住著作における法燈国師話一鎌
倉寿福寺と高野山金剛三昧院

大法輪カルチャー講座 仏教と茶
の湯文化(3)陸羽と智積禅師

沢庵和尚大和名所めぐりの文(増
補)

禅文化研究所紀要

禅文化研究所紀要

広島大学大学院文学
研究科論集

宗学研究

宗学研究紀要

禅研究所紀要

2612

2612

6212

443

153

303

印度学仏教学研 究51(1)12

言語文化研究1

駒沢大学仏教学部論33
集

宗教研究

駒沢大学仏教学部研究紀要

印度哲学仏教学

宗学研究

禅文化研究所紀要

宗学研究

禅研究所紀要

日本文化研究

大法輪

日本仏教学会年報

宗学研究

3

10

75(4)3

603

1710

443

2612

443

1

4

3

3

69(2)3

5

443

印度学仏教学研 究51(1)12

国語と国文学

大法輪

禅文化研究所紀要

79(3)3

69(11)11

2612
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中 祖 一 誠

奈 倉 道 隆

奈 良 康 明

西 尾 勝 彦

西 尾 勝 彦

隆

之

賢

博

尾

川

西

野

能 勢 隆 之

能 仁 晃 道

能 仁 晃 道

能 仁 晃 道

能 仁 晃 道

橋 本

濱 田

雄

隆

晴 山 俊 英

一

海

健

知

川

永

前

松

南 澤 道 人

　
　
　
　

幹
隆
大
洋
宇

良

浩
光
鳴

宅
川
早
上

三
小
小
池
林

道元における 〈道得〉の意義

法然上人の御法語から 私の 「医
と念仏」考(特 集2医 と念仏、そ
して禅)

帝釈の網 仏教における共生の原
理

〈正法眼蔵聞書抄〉における 〈正法眼蔵〉
の解釈について く全機

聞書抄〉から

〈正法眼蔵〉における経典観につ
いて 〈看経〉巻から

板渡の墨蹟

為森道需禅師 「道元伝」の特色

道元禅師、その他の著作(特 集
道元を知るために一仏道をならう
というは自己をならうなり)一
(第一編 その生涯と思想 ・宗教)

近世禅宗史寸考一枷 藍法と印証系
という二つの法系

近世禅宗史寸考一五山の結制復活
に果たした象海恵湛禅師の功績

近世禅宗史寸考 清見寺の陽春と法常寺
の大道一そして白隠禅師

近世禅宗史寸考 古月禅師の手紙

肥後菊池氏の対外交流と禅宗・港
町

濃尾地方における禅宗の興隆と妙
心寺派頂相一中世の文芸と絵画の
一断面(3)(特 集 美濃 ・飛騨地方
の仏教美術)

清規にみる道元禅師の独自性一そ
の一端を探る試みとして

明恵に於ける宗密の受容

天真了翁禅師研究の課題

道元禅師七五〇回大遠忌もなかば
を過ぎて(特 集2円 成近し、道元
禅師七五〇回大遠忌)

金沢文庫本 〈正法眼蔵〉の訳注研
究(二)

宮 地清 彦 駕 鯉ξ贈 鎧繊 鶉の位置

禅研究所紀要

禅と念仏

東方

303

116

173

印度学仏教 学研 究51(1)12

駒沢大学大学院仏教
学研究会年報

禅文化研究所紀要

黄奨文華

大法輪

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化研究所紀要

仏教芸術

宗学研究

印度学仏教学研究

黄奨文華

禅と念仏

354

2612

123

69(2)2

183

184

185

186

2612

2637

443

50(2)3

123

1210

難沢大学禅研 究所年 ・3/・4・2

宗教研究 75(4)3



宮 地 清 彦

村 越 英 裕

山 家 浩 樹

山 内 舜 雄

山 田 哲 也

慰 慈

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

渡 部 正 英

禅学関係雑誌論文 目録(2002年)49

榮山禅師の善悪観一 『宏智録』 と
の関連性 より考 える

臨済 宗(特 集 目で見 てわ か る 日
本仏 教各宗派一建物 ・仏具 ・本尊
な どでわか る宗派 の違い)

如大縁由の寺 院 と室町幕府

曹洞宗 の二十世紀 道元 禅 の近代化過程
とその展望

〈南 方録〉 と青木凡鳥

注釈 日中文化交流史 的基礎研 究

《扶 桑五山文学原典箋註係列》第
一種 一 絶 海 中津 《蕉 堅 藁》箋 註

(6)

瓢箪 図 ・再考

白隠禅師仮名法語 ・余談(21)大 道
芸人の舌耕 ・と白隠法語

「猿 廻図」 と 「猿曳の翁図」一 白
隠禅師仮名法語 ・余談(22)

禅宗寺院の一年、庶民 と民俗仏教
について 乗 国寺の場合

宗学研究

大法輪

禅文化研究所紀要

近代仏教

禅文化研究所紀要

福岡国際大学紀要

禅文化研究所紀要

禅文化

禅文化

宗教研究

443

69(4)4

2612

93

2612

72

2612

183

184

75(4)3

〔朝鮮〕

鄭 鳳 輝

三 友 健 容

申

李

昌 浩

法 山

碧 豆

鵯 豆

甚

仏 教 とそ の傳來(ユ)韓国仏教 と 日

本 ・熊本

日本 ・韓国佛教学交流の父金束華

博士 の一考察

再生宗教 としての朝鮮仏教 と親 日

韓 国仏 教 の特徴 〔含 ハ ングル原文〕

旭暑5丑斗 唱則釧 碧号 忍司すレ

唱暑並州刈 薯 召尋召 司軒釧 ス}
。レ毬覧1喜

逗暑丑q層 互入レぽ

海外事情研究 29(2)2

印度 学仏教 学研 究51(1)12

日本研究

岐阜聖徳学園大学仏教文化研究所紀要

禅又化

翅互叫司/望豆叫曽
干望

重}号暑」困 司・q子望

254

1

181

74

124

〔西蔵〕

才

邸

譲

環

杁 《五部遺教》看禅宗在吐蕃的傳
播和影ロ向

浅論藏傳佛教的禅思想

西藏研究

西藏研究

2期

2期
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〔書評〕

安 藤 嘉 則

伊 藤 幸 司

伊 吹 敦

村 井 章 介

明 発

徐 文 明

沈 文 凡

方 立 天

書評と紹介 石川力山著 『禅宗相
伝資料の研究』上 ・下

書評と紹介 上田純一著 『九州中
世禅宗史の研究』

書籍紹介 『禅の歴史』

書評 上田純一著 『九州中世禅宗史
の研究』

鴻文三巻印禅心:讃 昊言生博士的"禅学
三書"

一枝三飽 三車一乗:評 昊言生博

士的 《禅学三書》

禅宗・哲学・詩歌融通体系的杓筑
与建設:昊 言生博士 《禅学三書》
述評

禅宗思想、哲学、詩歌研究的可喜
成果:評 介昊言生博士的 《禅学三
書》

日本歴史

日本歴史

東方

日本史研究

法音

世界宗教研究

佛學研究

陳西師範大學學報

6485

6485

18

4797

2期

ユ期

11期

313期

〔講演〕

青 龍 宗 二
退任記念講演 道元禅師の宗教と
その思想(青 龍宗二教授退任記
念)

駒沢大学仏教学部論3310集

〔その他〕

東 隆 眞

出 光 泰 生

岩 永 正 晴

大 西

小 川

小 川

廣

隆

隆

い まこそ世界 禅セ ンターの設置 を

(特集2円 成近 し、道元禅師七五
〇回大遠 忌)

研究余録 『金光禅師行状』 につい
て12.道 元禅師 に学ぶ(2)

斧 山玄掘 の著 作 につい て(3)『 義
雲和 尚語 録聞書』 と 『義雲和尚語
録聞解』 の対 照(2)

雪舟史料 を読 む(5)日 本禅 人等楊
一 四季 山永 図(1)

禅の語録 を訳 す とい うこと一末木文 美 士 編
/『碧 巌 録』研 究 会 訳

『現 代 語 訳 碧 巌 録』上(Book
Review)

禅の語録 を訳 す とい うこと(3)末
木先生 の反論 に応え て

沖 本 克 己 現代の宗学的課題

禅と念仏

禅と念仏

1210

1210

駒沢大学仏教学部研603究
紀要

月刊百科

東方

東方

4722

2522

2566

劉 大学鰍 学繍33・ ・



奥 村 正 博 アメ リカ仏教 との対話

尾 崎 正 善 清規関係文献項目索引

小田嶋

禅学関係雑 誌論文 目録(2002年)51

コミュニケ ーシ ョン としての禅 と

巌 異文化一現代 アメリカ禅仏教の特質

黒 田 武 志

小 池 孝 範

古 東 哲 明

末 木 文美士

末 木 文美士

鈴 木 景 雲

谷 川 守 正

中 村 昭 之

西 垣 慶 康

野尻(藤田)かおる

松 浦 恒 雄

ブ ライア ン・大 禅

ヴ ィ ク ト リ ア

HoangTrong
So(au.)

Suzanne
Mrozik

DOGEN2002道 元禅 師七五 〇回
大遠忌記念ゼ ミナールにて(特 集
2円 成近 し、道元禅 師七五 〇回大
遠忌)

禅的言語 と自己形成

虚空の秘密(特 集2円 成近 し、道
元禅師七五 〇回大遠忌)

禅の語録 を訳す とい うこ と一小川
隆氏の書評 に答 える

禅の語録 を解釈す る とい うこ と一
小 川隆氏 の再反論 に答 えて

相國寺承天 閣美術館 ・禅 と茶 の湯
展 によせて 相 國寺 と茶 の湯

「十牛の庭」 の女性教 育

臨床心理学 の基礎 としての禅仏教
一癒 しと禅修行 について

私の誓願=夢 街道 ・慕古 の旅(特集
2円 成近 し、道元禅 師七五〇回

大遠忌)

『元亨釈書』 と葉 貫先 生の思い出
一虎関師錬 が採 った拓 本

中国現代詩 の系譜 一詩人たちの肖
像(13)廃 名一頓悟 の詩人

〈禅 と戦争 〉か ら考 える

StudyoftheHut-Entering:A

PeculiarModeofPracticeln

Vietna皿eseCh'anSyste皿of

MonasteriesandNunneries

TheValueofHumanDifferences:
SouthAsianBuddhist
ContributionsTowardan
EmbodiedVirtueTheory

鶉沢大学禅研究所年 ・3/14・2

鶴見大学仏教文化研
究所紀要 74

曹洞宗研究員研究紀323
要

禅と念仏 1210

日本仏教教育学研究103

禅と念仏

東方

東方

茶道雑誌

1210

2544

2588

66(7)7

教 育学 部論集133

野 蝉 嵯 臨床研 ・

禅と念仏

駒沢史学

月刊 しにか

1210

583

13(4)4

駒沢大学仏教学部論3310
集

パー リ學佛教文化學16

JournalofBuddhist
Ethics 9

〔後記〕 本論文目録は本学大学院仏教学専攻の以下の者によって作成された。

西岡秀爾 任京美 片山鈴奈 王招国 小川太龍 島津明 永井俊裕。



52禅 学 関係雑誌論文 目録(2002年)

以下の論文 リス トは,本 会会員村本詔司先生(現 神戸市立外国語大学)よ りお寄せ

頂いた もので,こ れまでの目録 に採録 されていない ものです。改めて掲載す ると共

に,村 本先生 には深 くお詫 び申 し上 げます。

現在,本 学大学 院生が中心 となって作成 してお りますが,そ の努力にも限界 があ

り,遺 漏 も少 な くない と思 われます。今後 とも関係各位 の御教示 をお願い 申し上げ

ます。

〔単著〕

f研究報告 第6冊 西洋 と仏教 の出会 い』花園大学国際禅学研究,1998.

〔編 書 〕

、4zeiakningandInsight,BnddhdSmandP砂6乃o醜6ブ 吻EastandWesちeditedtogetherwith

PollyYol111g-Eisendrath,Londol1:Routledge,2002.

1)ialoguesinPPSychonalysisandBayddhis〃z,NorthPointPress,NewYork:ADivisio血of

Farrar,StrausandGiroux,1998.12.

Jungeilbuddhismo,inPsicoanalisiebuddhdSmo,acurediAnthonyMolion,Milano:

Raffae110CortinaEditore,155-170,2001.12.

CortinuingaconversationfromWasttoWest:Buddhismandpsychotherapy,inAzvaking

andInsight'ZenBucidhismandP砂oゐ 醜θr勿,Brunner-Routledge,2002,pp.1-12.

Buddhism,religionandpsychtherapyintheworldtoday,inAze,afeingandInsight:Zen

jBz6踊 廊ηzandPsS,chtherapN,Brunner-Routledge,2002,pp.15-29.

TheJung-HisamatsuconversationinAze,akingandIzsight'ZenBuddhismand'

PSychtherapy,Brunner-Routledge,2002,pp.109-121. 「

JungandBuddhis皿in/4ω 盈 勿9and、lnsight'ZenBuddhismandpsychtherapy,Brunner-

Routledge,2002,pp.122-134.

[本の 章]

「ス ピ リチ ュ ア リ テ ィ と現 代 キ リス ト教 と仏 教 と無 宗 教 の接 点」 『大 乗禅 』,No.894,

52-65頁,1995.5.1。
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